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第二部　労働運動

X　国際労働組合運動と日本

２　国際労働組合の諸会議

3　その他の国際労働組合会議

労組指導者会議

　六月二二日～二三日におこなわれたベネチア・サミット(先進国首脳会議)に先立って、六月一七

日、先進資本主義国労組と国際労働組織の代表による「労組指導者会議」がローマで開催された。

会議には、カナダ労働会議ＣＬＣ、ドイツ労働総同盟ＤＧＢ、フランス民主労働総同盟ＣＦＤＴ、イギリ

ス労働組合会議ＴＵＣ、イタリア労働総同盟ＣＧＩＬ、イタリア労働組合連盟ＣＩＳＬ、イタリア労働同盟Ｕ

ＩＬが参加し、国際組織からは、国際自由労連ＩＣＦＴＵ、国際労連ＷＣＬ、ヨーロッパ労連ＥＴＵＣ、ＯＥ

ＣＤ・ＴＵＡＣの各代表が出席した。日本からは、総評の内山副議長、土岐国際局長、中立労連の岡

田副議長らが参加した。

　今回の会議には、過去三回にわたって参加してきたアメリカ労働総同盟・産別会議ＡＦＬ=ＣＩＯ、フ

ランス労働総同盟・労働者の力ＣＧＴ・ＦＯ、日本労働総同盟がＣＧＩＬとの同席をきらって欠席するこ

とになった。このため、ＴＵＡＣ加盟の先進七ヵ国労組は、五月二九日～三〇日に開かれた、ＯＥＣ

Ｄ・ＴＵＡＣ総会の際に、ベネチア・サミットに反映させるための労組の見解をまとめた「声明」を採択

した。これまで「声明」はＯＥＣＤ・ＴＵＡＣの総会上で原案が作られ、労組指導者会議で採択されてき

たが、これでは効果がうすいということで、今回はＯＥＣＤ・ＴＵＡＣ総会以前の四月末に「労組の見解

(案)」をまとめ、この段階で各国労組がそれぞれの政府首脳に申し入れて見解をひき出し、それを持

ちよって総会で「声明」を採択し、さらに労組首脳会議でふたたびこれを採択するというかたちになっ

た。日本では、五月一六日、総評、同盟、中立労連の代表が大平首相ら政府代表に会い、ベネチ

ア・サミトに関する申し入れをおこなった。

　労組指導者会議では、声明案文が提案されたあと、雇用問題、軍縮などを中心に意見が交換さ

れ、満場一致で声明が採択された。このあと代表はイタリア・コシガ首相との会見に臨み、労組側見

解のサミットヘの反映を申し入れるとともに、サミットの実効があがらないことへの不満を伝え、サミ

ット後に再度労組の国際会議を持ち、ベネチア・サミットの結果が実行されるかどうか協議するとの

労働側の意向を伝えた。
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